
平成28年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成28年2月8日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 東亜道路工業株式会社 上場取引所 東
コード番号 1882 URL http://www.toadoro.co.jp/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 吉原 健一
問合せ先責任者 （役職名） 経理部長 （氏名） 野田 雅之 TEL 03-3405-1812
四半期報告書提出予定日 平成28年2月8日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1. 平成28年3月期第3四半期の連結業績（平成27年4月1日～平成27年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年3月期第3四半期 60,750 △13.2 2,723 47.0 2,658 14.4 1,540 0.5
27年3月期第3四半期 70,018 △2.1 1,852 △46.6 2,325 △31.3 1,533 △23.0

（注）包括利益 28年3月期第3四半期 1,612百万円 （△2.5％） 27年3月期第3四半期 1,654百万円 （△23.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

28年3月期第3四半期 30.37 ―
27年3月期第3四半期 30.22 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

28年3月期第3四半期 77,497 33,689 42.6
27年3月期 80,156 32,740 40.1
（参考）自己資本 28年3月期第3四半期 33,030百万円 27年3月期 32,180百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年3月期 ― ― ― 13.00 13.00
28年3月期 ― ― ―
28年3月期（予想） 10.00 10.00

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 114,000 0.3 5,700 2.9 5,600 △6.9 3,600 △12.4 70.96



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であります。この四半期決算短信の開示時において、四半期連結財務諸表に対す
る四半期レビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想の
ご利用にあたっての注意事項については、添付資料の２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年3月期3Q 52,200,239 株 27年3月期 52,200,239 株
② 期末自己株式数 28年3月期3Q 1,478,191 株 27年3月期 1,467,321 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年3月期3Q 50,727,023 株 27年3月期3Q 50,740,729 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や金融政策により、企業業績の改善や雇用・所

得環境に改善が見られるなど、国内景気は全体として緩やかな回復基調で推移しておりますが、新興国の成長の減速

懸念等により、先行きの不透明な状況が続いております。

当社グループの主要事業であります道路建設業界におきましては、民間設備投資に持ち直しの動きがみられるもの

の、材料価格、労務費等の上昇の影響もあり、経営環境は引続き厳しい状況のもと推移いたしました。

このような状況下におきまして、当社グループの当第３四半期連結累計期間における受注高は80,498百万円（前年

同四半期連結累計期間比0.7％減少）となり、売上高は60,750百万円（前年同四半期連結累計期間比13.2％減少）と

なりました。

損益につきまして、営業利益は2,723百万円（前年同四半期連結累計期間比47.0％増加）、経常利益は2,658百万円

（前年同四半期連結累計期間比14.4％増加）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,540百万円（前年同四半期連結

累計期間比0.5％増加）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①建設事業

当第３四半期連結累計期間の受注高は56,570百万円（前年同四半期連結累計期間比7.7％増加）となりました。

完成工事高は36,821百万円（前年同四半期連結累計期間比11.2％減少）となり、セグメント利益は1,420百万円

（前年同四半期連結累計期間比12.2％増加）となりました。

②建設材料等の製造販売・環境事業等

当第３四半期連結累計期間の売上高は23,928百万円（前年同四半期連結累計期間比16.2％減少）となり、セグメン

ト利益は2,470百万円（前年同四半期連結累計期間比45.9％増加）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、未成工事支出金等の増加はあったものの、受取手形・完成工事未

収入金等の減少等により、前連結会計年度末に比べ2,659百万円減少し、77,497百万円となりました。

また負債につきましては、未成工事受入金等は増加しましたが、支払手形・工事未払金等、短期借入金の減少等に

より、前連結会計年度末に比べ3,607百万円減少し、43,808百万円となりました。

純資産は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ948百万円増加し、33,689百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年５月14日に発表いたしました通期の業績予想に変更はありません。今後、何らかの変化がある場合は適切

に開示してまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 （会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13

日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分へ

の表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸

表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 9,415 13,117

受取手形・完成工事未収入金等 39,973 22,335

未成工事支出金 3,699 14,706

商品及び製品 673 493

仕掛品 151 109

材料貯蔵品 1,131 911

繰延税金資産 747 521

その他 1,393 2,104

貸倒引当金 △256 △191

流動資産合計 56,930 54,109

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 3,753 3,665

機械・運搬具（純額） 2,541 2,770

土地 12,618 12,617

リース資産（純額） 876 735

建設仮勘定 5 47

その他（純額） 276 270

有形固定資産合計 20,070 20,106

無形固定資産 145 147

投資その他の資産

投資有価証券 1,688 1,757

長期貸付金 439 434

退職給付に係る資産 394 439

繰延税金資産 107 107

その他 559 569

貸倒引当金 △179 △175

投資その他の資産合計 3,010 3,133

固定資産合計 23,226 23,387

資産合計 80,156 77,497
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 25,704 20,158

短期借入金 6,240 5,153

1年内償還予定の社債 60 60

未払法人税等 1,745 564

未成工事受入金 2,570 6,997

完成工事補償引当金 90 87

工事損失引当金 302 742

その他 3,251 2,163

流動負債合計 39,964 35,928

固定負債

社債 30 －

長期借入金 4,494 5,055

繰延税金負債 505 520

再評価に係る繰延税金負債 1,121 1,121

退職給付に係る負債 401 405

資産除去債務 50 51

その他 847 725

固定負債合計 7,450 7,879

負債合計 47,415 43,808

純資産の部

株主資本

資本金 7,584 7,584

資本剰余金 6,956 6,956

利益剰余金 16,803 17,683

自己株式 △343 △348

株主資本合計 30,999 31,875

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 595 579

土地再評価差額金 631 631

退職給付に係る調整累計額 △46 △56

その他の包括利益累計額合計 1,180 1,155

非支配株主持分 560 658

純資産合計 32,740 33,689

負債純資産合計 80,156 77,497
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 70,018 60,750

売上原価 63,251 52,955

売上総利益 6,767 7,795

販売費及び一般管理費 4,915 5,071

営業利益 1,852 2,723

営業外収益

受取利息 17 9

受取配当金 39 41

貸倒引当金戻入額 545 －

その他 84 66

営業外収益合計 686 117

営業外費用

支払利息 119 105

金融手数料 59 54

その他 34 21

営業外費用合計 213 181

経常利益 2,325 2,658

特別利益

固定資産売却益 33 19

投資有価証券売却益 － 23

特別利益合計 33 42

特別損失

固定資産売却損 1 3

固定資産除却損 15 52

投資有価証券評価損 － 10

特別損失合計 16 65

税金等調整前四半期純利益 2,341 2,636

法人税等 763 998

四半期純利益 1,578 1,638

非支配株主に帰属する四半期純利益 45 97

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,533 1,540
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 1,578 1,638

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 73 △15

土地再評価差額金 － 0

退職給付に係る調整額 2 △9

その他の包括利益合計 76 △25

四半期包括利益 1,654 1,612

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,609 1,515

非支配株主に係る四半期包括利益 45 97

決算短信 （宝印刷）  2016年02月02日 09時08分 7ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



東亜道路工業株式会社(1882) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

8

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

建設事業
製造販売・
環境事業等

計

売上高

外部顧客への売上高 41,450 28,568 70,018

セグメント間の内部売上高
又は振替高

66 809 875

計 41,516 29,377 70,894

セグメント利益 1,265 1,692 2,957

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 2,957

セグメント間取引消去 38

全社費用(注) △1,143

四半期連結損益計算書の営業利益 1,852

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

建設事業
製造販売・
環境事業等

計

売上高

外部顧客への売上高 36,821 23,928 60,750

セグメント間の内部売上高
又は振替高

40 516 556

計 36,862 24,444 61,307

セグメント利益 1,420 2,470 3,890

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 3,890

セグメント間取引消去 42

全社費用(注) △1,209

四半期連結損益計算書の営業利益 2,723

(注)全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

　 該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2016年02月02日 09時08分 9ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



東亜道路工業株式会社(1882) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

10

４．補足情報

（１）事業別受注・売上・次期繰越高

区 分

前第３四半期連結累計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

当第３四半期連結累計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

前
期
繰
越
高

建設事業

舗装工事 17,588 73.0 12,822 67.1

土木工事 6,515 27.0 6,278 32.9

計 24,103 100.0 19,100 100.0

製造販売・環境事業等 ― ― ― ―

合 計 24,103 100.0 19,100 100.0

受
注
高

建設事業

舗装工事 44,645 55.1 45,859 57.0

土木工事 7,876 9.7 10,710 13.3

計 52,521 64.8 56,570 70.3

製造販売・環境事業等 28,568 35.2 23,928 29.7

合 計 81,089 100.0 80,498 100.0

売
上
高

建設事業

舗装工事 35,747 51.1 32,242 53.1

土木工事 5,702 8.1 4,578 7.5

計 41,450 59.2 36,821 60.6

製造販売・環境事業等 28,568 40.8 23,928 39.4

合 計 70,018 100.0 60,750 100.0

次
期
繰
越
高

建設事業

舗装工事 26,486 75.3 26,439 68.1

土木工事 8,688 24.7 12,410 31.9

計 35,174 100.0 38,849 100.0

製造販売・環境事業等 ― ― ― ―

合 計 35,174 100.0 38,849 100.0

（２）東京地方検察庁及び公正取引委員会による強制調査について

平成28年１月20日、当社は東日本高速道路株式会社東北支社が発注する工事に関し、独占禁止法違反の疑いがある

として、東京地方検察庁及び公正取引委員会による強制調査を受けました。

当社といたしましては、引き続き調査に全面的に協力する所存であります。
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